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This study describes teaching methodology, focusing on the teaching of kanji characters.
Interviews and analyses were carried out, using the Modified Grounded Theory Approach
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(M-GTA) in the analyses.
Teachers devised their own way of teaching kanji characters. Each used a unique process
which reflected his or her educational philosophy. Each process was found to comprise four
strategies: (1) prior guidance strategy; (2) inspection and evaluation strategy; (3) strategy
concerning cooperation with parents, and (4) process modification strategy. Results
gathered were compared with the traditional Board of Education system. It was found that

















「公立小・中学校年齢別教師数（2011. 3. 31）」1 によると，40 歳から 60 歳までのベテラン教師
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金津琢哉は，2003 年度から 2004 年度にかけて西村がコーディネートする「臨床教育学」的授業
研究の試行的実践に，奈良女子大学附属小学校教諭として研究フィールド（授業）を提供し，授
業研究にも参画した（金津，2005）。提供した授業についての「語り」を，授業者も観察者もそれ
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G県N市T小学校（全校児童数 129 名；通常学級数 6，特別支援学級数 2）
T1：第 1学年 1組担任M教諭（50 歳代；女性），T2：第 2学年 1組担任TH教諭（20 歳代；女性；初
任者），T3：第 3学年 1組担任H教諭（40 歳代；男性），T4：第 5学年 1組担任T教諭（20 歳代；女性；
3年目），T5：第 6学年 1組担任K教諭（40 歳代；女性），第 4学年 1組担任（40 歳代；男性）は不在の
ため，インタビューできなかった。





2012 年 7 月，G県Ｎ市教育委員会事務局を訪問し，研究目的や研究方法について説明し，2012






























T2：第 2学年 1組担任TH教諭（20歳代；女性）Trans Script；4560文字，発話Record；69回
T3：第 3学年 1組担任H教諭（40歳代；男性）Trans Script；4582文字，発話Record；81回
T4：第 5学年 1組担任T教諭（20歳代；女性）Trans Script；5866文字，発話Record；100回
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カテゴリー 番 概念 具体例





























































































































































































































































































(1) 事前指導方略《概念 1：単発的な指導》《概念 2：段階的・連続的ノート指導》《概念 3：段階
的・連続的作業手順指導》
(2) 点検・評価方略《概念 4：ノート記入による点検・評価》《概念 5：個別指導による点検・評価》
《概念 6：その他の点検・評価》







論文の作成にあたり，協力くださった G県 N市教育委員会事務局，教育研修所，G県 N市 T
小学校の皆様に心から感謝申し上げる。

























料’（閲覧日：2014 年 10 月 25 日）
2 文部科学省「今後の教員養成・免許制度の在り方について 平成 18 年 7 月 11 日中央教育審議会答申 2．教員をめぐる現
状」本文中の「」内は答申からの引用 http：//www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/attach/
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する補助教材を選定し，保護者から徴収する予算で購入し，使用することとなる。学校教育法第 21 条 2 項及び地方教育行
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